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要約
このガイドでは、Hyper-V™ テクノロジの展開を計画する際に考慮事項、および Hyper-V の展開の参考となるインストールと構成の詳細について説明します。
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Hyper-V 計画および展開ガイド
このガイドについて
Hyper-V 計画および展開ガイドの目的は、Hyper-V™ の展開を計画する際に考慮事項および Hyper-V の展開の参考となるインストールと構成の詳細について説明することです。
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注 

将来、このガイドにはセキュリティ、記憶域、高度なネットワーク構成に関する情報が追加される予定です。アップデート版の用意ができましたら、Windows Server 2008 TechCenter (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=48557) で発表いたします。 

Hyper-V の概要
Hyper-V により、Windows Server® 2008 の一部であるテクノロジを使用して仮想化サーバー コンピューティング環境を作成することが可能になります。仮想化されたコンピューティング環境を使用して、ハードウェア リソースをより有効に活用することで、コンピューティング リソースの効率をさらに高めることができます。 
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注 

Hyper-V はハイパーバイザー ベースの仮想化テクノロジで、特別なハードウェアを必要とします。ハードウェア要件、およびその他の考慮事項の詳細については、「ハードウェアの考慮事項」を参照してください。
Hyper-V の機能
Hyper-V は Windows Server 2008 にソフトウェア インフラストラクチャと基本管理ツールを提供します。ユーザーはこれらを使用して、仮想化サーバー コンピューティング環境を作成し、管理することができます。この仮想化環境は、効率の向上やコスト削減を目的とするさまざまなビジネス ゴールに取り組むために使用できます。たとえば、仮想化サーバー環境は以下の実現に役立ちます。
· ハードウェアの使用率を向上させることにより、物理サーバーの運用や保守にかかるコストを削減する。サーバーのワークロードを実行するために必要なハードウェアの数を削減することができます。
· ハードウェアとソフトウェアのセットアップとテスト環境の再現に必要な時間を短縮することにより、開発およびテスト効率を向上させる。
· フェールオーバー構成に物理コンピューターのみを使用した場合に比べて、必要とする物理コンピューターの数を抑えてサーバーの可用性を向上させる。
対象となるユーザー
Hyper-V は以下のユーザーの役に立ちます。
· IT 管理者、計画担当者、または設計者。
· 組織全体にわたるコンピューター管理やセキュリティを担当する IT アーキテクト。
· 電力コストおよび管理コストの両面で、サーバー インフラストラクチャの総保有コストを削減する方法を探している IT 運用マネージャー。
· 開発やテストに使用するサーバーの構築と構成にかかる時間を短縮することにより生産性を高める方法を探しているソフトウェア開発者やテスター。
Hyper-V の主な機能
Hyper-V には、主に以下のような機能があります。
64 ビットのハイパーバイザーベースのネイティブ仮想化。
32 ビットと 64 ビットの仮想マシンの同時実行機能。
· ユニプロセッサおよびマルチプロセッサの仮想マシン。 

· 仮想マシン スナップショット。実行中の仮想マシンの状態、データ、およびハードウェア構成をキャプチャします。スナップショットにはシステムの状態が記録されるので、これを使用して、仮想マシンを以前の状態に戻すことができます。
· 仮想マシンでの大容量メモリのサポート。
仮想ローカル エリア ネットワーク (VLAN) のサポート。
Microsoft 管理コンソール (MMC) 管理スナップイン。
· 文書化された、スクリプト作成および管理のための Windows Management Instrumentation (WMI) インターフェイス。
WMI インターフェイスの詳細については、WMI プロバイダーの仮想化に関するページ (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=108564) (英語) を参照してください。
Hyper-V をインストールする前に
Hyper-V テクノロジの展開計画を立てる前に、知っている必要がある Hyper-V 固有のハードウェア要件や考慮事項があります。ここでは、以下のトピックについて説明します。
· ハードウェアの考慮事項
· 仮想マシンおよびゲスト オペレーティング システムについて
ハードウェアの考慮事項
Hyper-V の展開計画を効果的に行うには、仮想化されたサーバー コンピューティング環境を構成する物理ハードウェアおよび仮想ハードウェアの要件と最大構成を理解しておく必要があります。
ハードウェア要件
Hyper-V では、特定のハードウェアが必要です。x64 アーキテクチャおよび Hyper-V をサポートしているシステムを特定するには、Windows Server カタログで追加条件として Hyper-V を指定し、検索してください (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=111228 (英語) を参照)。
Hyper-V の役割をインストールし、使用するために必要なものは以下のとおりです。
· x64 ベースのプロセッサ。Hyper-V は、Windows Server 2008 の 64 ビット版、具体的には Windows Server 2008 Standard、Windows Server 2008 Enterprise、および Windows Server 2008 Datacenter の 64 ビット版で使用できます。Hyper-V は 32 ビット (x86) 版や Windows Server 2008 for Itanium-Based Systems では使用できません。ただし、Hyper-V 管理ツールは 32 ビット版でも使用できます。ツールの詳細については、「Hyper-V のインストール」を参照してください。
· ハードウェアに依存した仮想化機能。これは、仮想化オプションを持つプロセッサ、具体的には Intel Virtualization Technology (Intel VT) または AMD Virtualization (AMD-V) テクノロジを使ったプロセッサで使用できます。 

· ハードウェアに依存するデータ実行防止 (DEP) が使用可能で、有効化されていなければなりません。具体的には、Intel XD ビット (eXecute Disable ビット) または AMD NX ビット (No eXecute ビット) を有効化する必要があります。
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ヒント 

ハードウェアに依存した仮想化およびハードウェア強制の DEP は BIOS で設定します。ただし、設定名は前述の名前とは異なる可能性があります。特定モデルのプロセッサが Hyper-V をサポートしているかどうかについては、コンピューターの製造元に確認してください。ハードウェアに依存した仮想化やハードウェア強制の DEP の設定を変更するには、コンピューターの電源をオフにしてから、再びオンにする必要がある場合があります。コンピューターを再起動するだけでは、設定の変更が有効にならない可能性があります。
メモリ
使用可能な最大メモリ量は、オペレーティング システムにより以下のように決定されます。
Windows Server 2008 Enterprise、および Windows Server 2008 Datacenter では、最大 1 TB の物理メモリを使って物理コンピューターを構成できます。また、前述の版のいずれかを実行する仮想マシンは、仮想マシン 1 つにつき最大 64 GB のメモリを使って構成できます。 

Windows Server 2008 Standard では、最大 32 GB の物理メモリを使って物理コンピューターを構成できます。また、前述の版のいずれかを実行する仮想マシンは、仮想マシン 1 つにつき最大 31 GB のメモリを使って構成できます。
プロセッサ
Hyper-V は、最高 16 個の論理プロセッサを持つ物理コンピューターでサポートされます。論理プロセッサは、コア プロセッサ、またはハイパースレッディング テクノロジを使用したプロセッサです。1 つの仮想マシンに最高 4 つの仮想プロセッサを構成できます。ただし、ゲスト オペレーティング システムによりサポートされる仮想プロセッサの数はこれよりも少ない可能性があります。詳細については、「仮想マシンおよびゲスト オペレーティング システムについて」を参照してください。
以下は、サポートされているシステムと、これらのシステムが提供する論理プロセッサ数の一例です。
単一プロセッサ/デュアルコア システムは 2 個の論理プロセッサを提供します。 

単一プロセッサ/クアッドコア システムは 4 個の論理プロセッサを提供します。
デュアルプロセッサ/デュアルコア システムは 4 個の論理プロセッサを提供します。
デュアルプロセッサ/クアッドコア システムは 8 個の論理プロセッサを提供します。
クアッドプロセッサ/デュアルコア システムは 8 個の論理プロセッサを提供します。
クアッドプロセッサ/デュアルコア、ハイパースレッド システムは 16 個の論理プロセッサを提供します。 

クアッドプロセッサ/クアッドコア システムは 16 個の論理プロセッサを提供します。 

ネットワーク接続
Hyper-V では、次のようなネットワーク接続がサポートされています。 

仮想マシン 1 つにつき、最高 12 個の仮想ネットワーク アダプターを使用できます。そのうち 8 個は “ネットワーク アダプター” タイプ、4 個は “レガシ ネットワーク アダプター” タイプです。ネットワーク アダプター タイプの方が優れたパフォーマンスを示しますが、Integration Services パッケージに入っている仮想マシン ドライバーが必要です。 

仮想ネットワーク アダプターは、静的または動的な MAC アドレスを使って構成できます。
仮想ネットワーク アダプターは、統合された仮想ローカル エリア ネットワーク (VLAN) へのサポートを提供します。また、このアダプターには一意の VLAN チャネルを割り当てられます。
使用できる仮想ネットワークの数に制限はありません。また、仮想ネットワーク 1 つにつき接続できる仮想マシンの数にも制限はありません。仮想ネットワークの詳細については、「仮想ネットワークの設定」を参照してください。
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注 

仮想ネットワークはワイヤレス ネットワーク アダプターに接続できません。したがって、仮想マシンにワイヤレス ネットワーク機能を提供することはできません。
記憶域
Hyper-V では、さまざまな記憶域オプションがサポートされています。Hyper-V が実行されているサーバーでは、次のタイプの物理記憶域を使用できます。
直接接続型記憶域 : Serial Advanced Technology Attachment (SATA)、外部 Serial Advanced Technology Attachment (eSATA)、Parallel Advanced Technology Attachment (PATA)、Serial Attached SCSI (SAS)、SCSI、USB、および Firewire を使用できます。
記憶域ネットワーク (SAN) : インターネット SCSI (iSCSI)、ファイバー チャネル、および SAS テクノロジを使用できます。 
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ヒント 

物理的 SCSI および IDE デバイスの I/O パフォーマンスは大きく異なりますが、これは Hyper-V で仮想化された SCSI および IDE デバイスにはあてはまりません。ゲスト オペレーティング システムに統合サービスがインストールされている場合、Hyper-V IDE および SCSI 記憶域機器はどちらも同等に高速な I/O パフォーマンスを提供します。統合サービスを使用できるゲスト オペレーティング システムの一覧については、「仮想マシンおよびゲスト オペレーティング システムについて」を参照してください。
2040 GB までの仮想ハード ディスク。容量固定タイプの仮想ハード ディスク、容量可変の拡張仮想ハード ディスク、および差分ディスクを使用できます。  

仮想 IDE デバイス。仮想マシン 1 つにつき最高 4 個の IDE デバイスがサポートされます。起動ディスク (「ブート ディスク」とも言います) は、IDE デバイスの 1 つに接続する必要があります。この起動ディスクは、仮想ハード ディスク、または物理ディスクです。 

仮想 SCSI デバイス。仮想マシンは 1 つあたり、4 個の仮想 SCSI コントローラーをサポートします。また、各コントローラーは最大 64 個のディスクをサポートします。つまり、仮想マシン 1 つにつき、最大 256 個の仮想 SCSI ディスクを使用できます。
物理ディスク。仮想マシンに直接接続されている物理ディスク (「パススルー ディスク」とも言います) には、ゲスト オペレーティング システムでサポートされているもの以外、サイズ制限はありません。 

仮想マシンの記憶域容量。仮想マシンは、仮想ハード ディスクを使用して、最大 512 TB の記憶域をサポートします。物理ディスクを使用すると、ゲスト オペレーティング システムでサポートされているものによっては、この値はさらに大きくなります。
仮想マシンのスナップショット。Hyper-V は、仮想マシン 1 つにつき最高 50 個のスナップショットをサポートします。
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注 

仮想マシンはゲスト オペレーティング システムを開始するための起動ディスクとして仮想 IDE デバイスを使用する必要がありますが、仮想 IDE デバイスに対して記憶域を提供する物理デバイスを選択するためのオプションは多数あります。たとえば、前述のリストにあげられた物理記憶域であれば、どのタイプでも使用できます。
その他のハードウェア コンポーネント
Hyper-V で使用できるその他の種類の物理および仮想ハードウェア コンポーネントをまとめると、次の表のようになります。
	DVD ドライブ
	仮想マシンを作成すると、既定では、1 つの仮想マシンにつき、仮想 DVD ドライブが 1 つ付加されます。仮想マシンは最大 3 個の DVD ドライブを持つことができます。これらは IDE コントローラーに接続されます (仮想ディスクは IDE デバイスを 4 つまでサポートできますが、デバイスの 1 つは必ず起動ディスクになります)。
仮想 DVD ドライブは、CD および DVD と、.iso ファイル、または物理メディアのどちらかにアクセスできます。ただし、1 つの物理 CD/DVD ドライブにアクセスするように設定できる仮想マシンは一度に 1 つのみです。

	仮想 COM ポート
	仮想マシンは 2 つの仮想シリアル (COM) ポートを使用して構成されます。これらの COM ポートを名前付きパイプに接続し、ローカルまたはリモート物理コンピューターと通信することができます。 
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注 

仮想マシンから物理 COM ポートにアクセスすることはできません。

	仮想フロッピー ドライブ
	仮想マシン 1 つにつき、1 つの仮想フロッピー ドライブを構成できます。このドライブは仮想フロッピー ディスク (.vfd) ファイルにアクセスできます。 
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注 

仮想マシンから物理フロッピー ドライブにアクセスすることはできません。


仮想マシンおよびゲスト オペレーティング システムについて
複数の仮想マシンの実行
Hyper-V を使用して、同時に複数の仮想マシンを構成し、使用することができます。具体的にいくつ使用できるかは、2 つの要素により決まります。1 つ目は Hyper-V を実行しているサーバー上で使用可能な物理リソースです。詳細については、「ハードウェアの考慮事項」を参照してください。もう 1 つの要因は Hyper-V の最大容量です。適切な物理リソースがあれば、Hyper-V は最高 128 個の仮想マシンを同時にサポートできます。Hyper-V が実行されているサーバーには、最高 512 個の仮想マシンを構成できます。
サポートされているゲスト オペレーティング システム
ゲスト オペレーティング システムとして、仮想マシンでの使用がサポートされているオペレーティング システムは以下のとおりです。Hyper-V が実行されている 1 つのサーバーで、32 ビットと 64 ビットのゲスト オペレーティング システムを同時に実行できます。
· 1、2、または 4 つの仮想プロセッサを使って構成された仮想マシン上でサポートされるゲスト オペレーティング システムとして、次の 32 ビット、および 64 ビット版の Windows Server 2008 を使用できます。
· Hyper-V が含まれていない Windows Server 2008 Standard および Windows Server 2008 Standard

· Hyper-V が含まれていない Windows Server 2008 Enterprise および Windows Server 2008 Enterprise

· Hyper-V が含まれていない Windows Server 2008 Datacenter および Windows Server 2008 Datacenter

· Windows Web Server 2008

· Windows Server 2008 HPC Edition

· 1 つ、または 2 つの仮想プロセッサを使って構成された仮想マシン上でサポートされるゲスト オペレーティング システムとして、次の Windows Server 2003 を使用できます。
· Windows Server 2003 R2 Standard Edition Service Pack 2

· Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition Service Pack 2

· Windows Server 2003 R2 Datacenter Edition Service Pack 2

· Windows Server 2003 Standard Edition Service Pack 2

· Windows Server 2003 Enterprise Edition Service Pack 2

· Windows Server 2003 Datacenter Edition Service Pack 2

· Windows Server 2003 Web Edition Service Pack 2

· Windows Server 2003 R2 Standard x64 Edition Service Pack 2

· Windows Server 2003 R2 Enterprise x64 Edition Service Pack 2

· Windows Server 2003 R2 Datacenter x64 Edition Service Pack 2

· Windows Server 2003 Standard x64 Edition Service Pack 2

· Windows Server 2003 Enterprise x64 Edition Service Pack 2

· Windows Server 2003 Datacenter x64 Edition Service Pack 2

· 1 つの仮想プロセッサを使って構成された仮想マシン上では、次のバージョンの Windows 2000 を実行できます 

· Windows 2000 Server Service Pack 4

· Windows 2000 Advances Server Service Pack 4

· 1 つの仮想プロセッサを使って構成された仮想マシン上では、次の Linux ディストリビューションを実行できます
· Suse Linux Enterprise Server 10 Service Pack 2 (x86 版) 

· Suse Linux Enterprise Server 10 Service Pack 2 (x64 版)

· Suse Linux Enterprise Server 10 Service Pack 1 (x86 版)

· Suse Linux Enterprise Server 10 Service Pack 1 (x64 版)

· 1 つ、または 2 つの仮想プロセッサを使って構成された仮想マシン上では、次の 32 ビットまたは 64 ビット版の Windows Vista を実行できます
· Windows Vista Business Service Pack 1

· Windows Vista Enterprise Service Pack 1

· Windows Vista Ultimate Service Pack 1

· 仮想マシン上では、次のバージョンの Windows XP を実行できます
· Windows XP Professional Service Pack 3 (1 つ、または 2 つの仮想プロセッサを使って構成されているもの)

· Windows XP Professional Service Pack 2 (1 つの仮想プロセッサを使って構成されているもの)

· Windows XP Professional x64 Edition Service Pack 2 (1 つ、または 2 つの仮想プロセッサを使って構成されているもの)

統合サービス
サポートされているゲスト オペレーティング システムでは次の表にある統合サービスが使用できます。
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注 

一部のゲスト オペレーティング システムは、ボリューム シャドウ コピー サービスをサポートしていません。そのため、オンライン バックアップ サービスが使用できず、利用可能なゲスト オペレーティング システムにはあげられていません。  

	ゲスト オペレーティング システム
	デバイスおよびサービスのサポート

	Windows Server 2008 (64 ビット版)
	ドライバー : IDE、SCSI、ネットワーク接続、ビデオ、およびマウス 

サービス : オペレーティング システム シャットダウン、時計の同期、データ交換、ハートビート、およびオンライン バックアップ

	Windows Server 2008 (x86 版)
	ドライバー : IDE、SCSI、ネットワーク接続、ビデオ、およびマウス 

サービス : オペレーティング システム シャットダウン、時計の同期、データ交換、ハートビート、およびオンライン バックアップ

	Windows Server 2003 (x64 版) 
Service Pack 2
	ドライバー : IDE、SCSI、ネットワーク接続、ビデオ、およびマウス 

サービス : オペレーティング システム シャットダウン、時計の同期、データ交換、ハートビート、およびオンライン バックアップ

	Windows Server 2003 (x86 版) 
Service Pack 2
	ドライバー : IDE、SCSI、ネットワーク接続、ビデオ、およびマウス 

サービス : オペレーティング システム シャットダウン、時計の同期、データ交換、ハートビート、およびオンライン バックアップ

	Windows 2000 Server Service Pack 4
	ドライバー : IDE、ネットワーク接続、ビデオ、およびマウス 

サービス : オペレーティング システム シャットダウン、時計の同期、データ交換、およびハートビート

	Windows 2000 Advanced Server Service Pack 4
	ドライバー : IDE、ネットワーク接続、ビデオ、およびマウス 

サービス : オペレーティング システム シャットダウン、時計の同期、データ交換、およびハートビート

	Suse Linux Enterprise Server 10 
(x64 版) Service Pack 1 または 2
	ドライバーのみ : IDE、SCSI、ネットワーク接続、およびマウス

	Suse Linux Enterprise Server 10 
(x86 版) Service Pack 1 または 2
	ドライバーのみ : IDE、SCSI、ネットワーク接続、およびマウス

	Windows Vista (64 ビット版) 
Service Pack 1
	ドライバー : IDE、SCSI、ネットワーク接続、ビデオ、およびマウス 

サービス : オペレーティング システム シャットダウン、時計の同期、データ交換、ハートビート、およびオンライン バックアップ

	Windows Vista (x86 版) Service Pack 1
	ドライバー : IDE、ネットワーク接続、ビデオ、およびマウス 

サービス : オペレーティング システム シャットダウン、時計の同期、データ交換、ハートビート、およびオンライン バックアップ

	Windows XP Professional (x86 版) Service Pack 2 または 3
	ドライバー : IDE、SCSI、ネットワーク接続、ビデオ、およびマウス 

サービス : オペレーティング システム シャットダウン、時計の同期、データ交換、およびハートビート

	Windows XP Professional x64 Edition Service Pack 2
	ドライバー : IDE、SCSI、ネットワーク接続、ビデオ、およびマウス 

サービス : オペレーティング システム シャットダウン、時計の同期、データ交換、およびハートビート


その他の考慮事項
Windows オペレーティング システムでは、統合サービスのインストールを開始するには、新しいハードウェアの検出ウィザードを閉じる必要があります。
ゲスト オペレーティング システムに統合サービスのプレリリース バージョンがインストールされている場合は、リリース バージョンにアップグレードすることをお勧めします。サポートされている Windows オペレーティング システムで使用されるリリース バージョンの統合サービスは、Hyper-V の役割に対応した更新プログラム パッケージに含まれています。役割の更新プログラム パッケージの詳細については、「Hyper-V のインストール」を参照してください。
Hyper-V のインストール
Windows Server 2008 の Hyper-V テクノロジのリリース バージョンは、更新プログラム パッケージで配布されます。このパッケージは Microsoft Web サイトから入手できます。任意の Hyper-V コンポーネントのリリース バージョンをインストールするには、適切な更新プログラム パッケージを入手し、インストールする必要があります。このトピックでは、これらのパッケージについて説明し、各パッケージに対応するインストール手順へのリンクを掲載します。  

Hyper-V 更新プログラム パッケージについて
数種類の更新プログラム パッケージが利用可能です。ここでは、パッケージの入手方法を含め、各更新プログラム パッケージについて説明します。 

Hyper-V の役割パッケージ
Hyper-V のリリース バージョンは、パッケージ Hyper-V Update for Windows Server 2008 x64 Edition (KB950050) で配布されます。このパッケージは、x64 バージョンのリモート管理ツールを含む Hyper-V の役割と、サポートされているバージョンの Windows オペレーティング システムに対応する統合サービスで構成されます。サポートされているバージョンの Linux ディストリビューションに対応する統合サービスは、Linux Integration Components for Microsoft Hyper-V と呼ばれ、Microsoft Connect Web サイト経由で配布されます。
詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=102024 を参照してください。 

この更新プログラムは、Windows Update 経由で、推奨される更新プログラムとして提供されます。また、Microsoft ダウンロード センターを通じて更新プログラムを入手することもできます。この更新プログラムのダウンロードについては、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=123539 を参照してください。
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重要 

Hyper-V の役割更新プログラム パッケージは永続パッケージです。いったんインストールした更新プログラム パッケージは削除できません。 

役割のインストールの詳細については、「Windows Server 2008 の Server Core インストールへの Hyper-V の役割のインストール」、または「Windows Server 2008 のフル インストールへの Hyper-V の役割のインストール」を参照してください。
以前のバージョンの Hyper-V を使用して作成した仮想マシンに統合サービスをインストールした場合は、統合サービスをこのリリース バージョンにアップグレードする必要があります。統合サービスは、Hyper-V のビルドによって異なります。統合サービス をインストールするには、仮想マシン接続の [操作] メニューで [Insert Integration Services Setup Disk] をクリックします。Windows オペレーティング システムでインストールを開始するには、新しいハードウェアの検出ウィザードを閉じる必要があります。自動実行によりインストールが自動的に開始されなかった場合は、手動で開始してください。ゲスト オペレーティング システム ウィンドウの内側をクリックして、CD ドライブに移動します。ゲスト オペレーティング システムに適した方法を使用して、CD ドライブからインストール パッケージを開始してください。
管理ツールのパッケージ
別途、用意されている Hyper-V 管理ツールを使用して、Hyper-V を実行しているサーバーのリモート管理を行うことができます。Windows Vista with Service Pack 1 (SP1)、および Windows Server 2008 の 32 ビット版にツールをインストールするためのパッケージが利用可能です。以下のダウンロード プログラムが利用可能です。 

Windows Vista SP1 の 64 ビット版については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=123540 を参照してください。
Windows Vista SP1 の 32 ビット版については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=123541 を参照してください。
Windows Server 2008 の 32 ビット版については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=123542 を参照してください。
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重要 

Windows Server 2008 の 32 ビット版用更新プログラム パッケージは永続パッケージです。いったんインストールした更新プログラム パッケージは削除できません。
ツールのインストール手順については、「リモート管理用 Hyper-V ツールのインストールと構成」を参照してください。
Hyper-V Language Pack for Windows Server 2008

Hyper-V Language Pack for Windows Server 2008 は、Hyper-V のリリース バージョン用言語パックをインストールします。次の言語がサポートされています。
中国語 (簡体字)
中国語 (繁体字)
チェコ語
ハンガリー語
韓国語
ポーランド語
ポルトガル語 (ブラジル)
ポルトガル語 (ポルトガル)
ロシア語
スウェーデン語
トルコ語
言語パックの詳細、およびパックをダウンロードするためのリンクについては、サポート技術情報 951636 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=123536) (英語) を参照してください。
その他の考慮事項
· コンピューターに更新プログラムが適用されているかどうかを確認するには、次のようにして更新履歴をチェックします。 

· Windows Server 2008 のフル インストールでは、[スタート]、[Windows Update]、[更新履歴の表示]、[インストールされた更新プログラム] の順にクリックします。 

· Server Core インストールでは、コマンド プロンプトに次のように入力します。
wmic qfe list
Hyper-V の更新プログラムがインストール済みであることを示す更新番号 kbid=950050 を探してください。 

Windows Server 2008 の Server Core インストールへの Hyper-V の役割のインストール
Windows Server 2008 オペレーティング システムの Server Core インストール オプションでは、Hyper-V の役割を含むサポートされているサーバーの役割を実行するために最低限必要な Windows Server 2008 のサーバー インストールが行われます。Hyper-V を実行しているサーバーと、その上で実行されている仮想マシンすべてのセキュリティを確保するために Server Core のインストール オプションを使用することができます。Server Core インストール オプションを使用すると、攻撃を回避しやすくなる、管理や保守が軽減されるなどの利点があります。Server Core インストールを実行するサーバーの最低ハードウェア要件の詳細については、Windows Server 2008 のインストールに関する記事 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=123538) (英語) を参照してください。Server Core インストールで使用可能なサーバーの役割の一覧については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=99300 を参照してください。
Server Core インストール オプションを選択した場合、セットアップでは、サポートされているサーバーの役割で必要なファイルのみがインストールされます。
たとえば、Explorer シェルは Server Core インストールではインストールされません。その代わり、コマンド ラインを使用して、サーバーをローカルに構成する必要があります。Hyper-V の役割を有効化すると、Hyper-V 管理ツールを使用して、リモートで Hyper-V の役割、および仮想マシンを管理できるようになります。この管理ツールは、Windows Server 2008、および Windows Vista Service Pack 1 (SP1) で使用できます。
詳細については、サポート技術情報 950050 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=122188) および 952627 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=123537) を参照してください。Hyper-V のリモート管理用構成ツールの詳細については、「リモート管理用 Hyper-V ツールのインストールと構成」を参照してください。
Server Core インストールと Hyper-V を実行するサーバーを構成するために、無人セットアップを使用することができます。無人セットアップ設定の詳細については、Windows 自動インストール キット (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=81030) を参照してください。
詳細説明および Unattend.xml ファイルのサンプルは、Windows Server 2008 Server Core インストール オプションに関するガイド (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=100959) (英語) にあります。このガイドは、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=68556 からダウンロードすることもできます。
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重要
これらのサーバー更新プログラムは、いったんインストールすると削除できなくなります。Windows Server 2008 のフル インストールや従来のバージョンの Windows Server から Server Core インストールにアップグレードする方法はありません。クリーン インストールのみサポートされています。Server Core インストールから、Windows Server 2008 フル インストールにアップグレードする方法はありません。Server Core インストールでサポートされていない Windows ユーザー インターフェイスやサーバーの役割が必要な場合は、Windows Server 2008 をフル インストールする必要があります。Windows Server 2008 のフル インストールに Hyper-V の役割をインストールする手順については、「Windows Server 2008 のフル インストールへの Hyper-V の役割のインストール」を参照してください。
Hyper-V の役割をインストールしている最中にローカル コマンド プロンプトをすべて閉じた場合、Server Core インストールを管理する手段がなくなってしまいます。この場合、Ctrl + Alt + Delete キーを押し、[タスク マネージャーの起動] をクリックして、[ファイル]、[ファイル名を指定して実行] の順にクリックし、「cmd.exe」と入力します。また、いったんログオフし、再びログオンすることもできます。 
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Server Coreインストールに Hyper-V をインストールするには
	1.
Hyper-V の役割をインストールする前に、Server Core インストールを実行する必要があります。Windows Server 2008 Server Core インストール オプションに関するガイド (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=100959) (英語) を参照して手順を確認し、次のタスクを実行してください。 

· 管理パスワードを設定する。 

· 静的 IP アドレスを設定する (必要な場合)。
· サーバーをアクティブ化する。
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重要
Server Core インストールには Web ブラウザーがないので、ユーザーのログオンを必要とするファイアウォールを経由して Server Core インストールをアクティブ化することはできません。その代わり、電話をかける、キー管理サービス (KMS) を使用する、または Windows Vista か Windows Server 2008 が実行されているコンピューターのコマンド プロンプトに次のコマンドをリモートで入力して、アクティブ化します。
cscript windows\system32\slmgr.vbs <サーバー名> <ユーザー名> <パスワード>:-ato
· リモート管理に、Hyper-V スナップイン以外の Microsoft 管理コンソール (MMC) スナップインを使用する場合は、リモート管理に対応するようにファイアウォールを構成します。
· ドメインに参加します。
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重要 

Server Core インストールが実行されているサーバーを既存の Windows ドメインに参加させる場合、コンピューターをドメインに参加させるための管理資格情報を持つアカウントのユーザー名とパスワードが必要です。 

2.
Windows Server 2008 のインストール後、Windows Server 2008 に Hyper-V 更新プログラム パッケージを適用する必要があります (KB950050)。Windows Server 2008 対応 Hyper-V テクノロジのリリース バージョンに対する更新プログラムのインストールに関するリンクと詳細情報については、「Hyper-V のインストール」を参照してください。Hyper-V の役割をインストールする前に、その他の必要な更新プログラムをすべて適用する必要があります。
ソフトウェア更新プログラムの一覧を表示し、足りないものがないかどうかを確認するには、コマンド プロンプトで、次のように入力します。 

wmic qfe list
「kbid=950050」と表示されていない場合は、Hyper-V 更新プログラムをダウンロードしてから、コマンド プロンプトで次のコマンドを入力します。
wusa.exe Windows6.0-KB950050-x64.msu /quiet
更新プログラム パッケージは 3 種類あります。更新プログラムのインストール後、サーバーを再起動する必要があります。Windows Server 2008 x64 版の更新プログラム (KB 950050)、および Language Pack for Hyper-V (KB951636) は、Server Core インストールの親パーティションにインストールする必要があります。 

Windows Vista Service Pack 1 (SP1) が実行されているコンピューターからサーバーを管理している場合、Update for Windows Server 2008 (KB952627) は Server Core インストールのリモート管理用で、Windows Vista SP1 が実行されているコンピューターにインストールする必要があります。
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重要 

Hyper-V の役割を有効化する前に、必要なハードウェア依存の仮想化、およびハードウェア強制のデータ実行防止 (DEP) BIOS 設定を必ず有効化してください。フル インストールでは、Hyper-V の役割を有効化する前に、これらの設定に対するチェックが行われますが、Server Core インストールでは行われません。
必要なハードウェア機能を有効化するために BIOS 構成を変更した後で、コンピューターの電源をオフにしてから、再びオンにする必要がある場合があります (コンピューターを再起動するだけでは、設定の変更は有効にならない可能性があります)。BIOS 設定を変更せずに Hyper-V の役割を有効化した場合、Windows ハイパーバイザーは期待どおりに動作しないことがあります。このような場合、イベント ログで詳細を確認し、サーバー ハードウェアの製造元の指示に従って BIOS 設定を変更し、Server Core インストールが実行されているコンピューターの電源をいったんオフにして、再びオンにしてから、もう一度、Hyper-V をインストールします。
サーバー ハードウェアに互換性があるかどうかを確認するには、Windows Server カタログ (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=123535) を参照してください。[Certified Servers] の一覧をクリックし、次に [By additional qualifications – Hyper-V] をクリックします。BIOS 設定を有効化する手順については、ハードウェアの製造元にご確認ください。
3.
Ocsetup.exe の構文では大文字と小文字は区別されます。Hyper-V の役割をインストールするには、コマンド プロンプトで次のように入力します。
start /w ocsetup Microsoft-Hyper-V
4.
必要に応じて、サーバーの名前を変更します。コンピューターがドメインに参加している場合は、コマンド プロンプトで次のように入力します。 

netdom renamecomputer %computername% /NewName:<新しい名前> /UserD:
<ドメイン名> /PasswordD
コンピューターがドメインに参加していない場合は、コマンド プロンプトで次のように入力します。
netdom renamecomputer %computername% /NewName:<新しい名前>
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注 

山かっこ (<>) で囲まれているプレースホルダー テキストには値を入れる必要があります。ただし、かっこの入力は必要ありません。
5.
Server Core のインストールをリモートで実行しているサーバーをリモートで管理する必要がある場合は、管理用リモート デスクトップを有効化します。コマンド プロンプトに次のように入力します。  

cscript c:\windows\system32\scregedit.wsf /ar 0
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注意 

Windows の以前のバージョンで、ターミナル サービス クライアントを実行している場合、Windows Server 2008 で既定で設定されている、より高いセキュリティ レベルをオフにする必要があります。このためには、コマンド プロンプトに次のように入力します。
cscript C:\Windows\System32\Scregedit.wsf /cs
6.
Server Core インストールをリモートで管理できるように、ローカル Administrators グループにユーザーまたはグループを追加します。ローカル Administrators グループにユーザーを追加するには、まず、そのユーザーを追加する必要があります。コマンド プロンプトに次のように入力します。
net user <ユーザー名> * /add
ローカル Administrators グループにユーザーを追加するには、コマンド プロンプトに次のように入力します。
net localgroup administrators /add <ユーザー>
コマンド プロンプトから、または MMC スナップインを通じてリモートで、すべての管理タスク、および構成タスクを実行できるわけではありません。Server Core インストールを実行しているサーバーにより、アクティブ化、新規更新プログラム、またはパスワードの期限切れに対する通知は生成されることはありません。これは、このような通知には Windows Explorer シェルが必要ですが、このシェルは Server Core インストールに含まれていないからです。以下の操作を行うための設定には、Server Core インストールに用意されている Scregedit.wsf スクリプトを使用します。
· 自動更新の有効化
· 管理用リモート デスクトップの有効化
· Server Core インストールが実行されているサーバーへ接続するために、旧バージョンの Windows で稼働している ターミナル サーバー クライアントを有効化
· DNS SRV レコードの重みと優先順位の設定
· IPsec モニターのリモート管理
このスクリプトは、Server Core インストールが実行されているサーバーの \Windows\System32 フォルダーにあります。コマンド プロンプトから、このフォルダーを開き、次のコマンドを実行すると、これらのオプションの使用方法が表示されます。 

cscript scregedit.wsf /?
/cli オプションを付けてこのコマンドを実行すると、一般的なコマンド ライン ツールとその使用方法が表示されます。管理用リモート デスクトップの現在の設定を表示するには、/v オプションを使用します。スクリプト出力の "1" (二重引用符は表示されません) はリモート接続が拒否されていることを意味します。"0" はリモート接続が許可されていることを意味します。
7.
BitLocker Drive Encryption を使用してセキュリティを向上させ、サーバーやそこで実行されている仮想マシンを保護する必要がある場合は、仮想マシンを実行する前に、BitLocker 機能をインストールする必要があります。BitLocker Drive Encryption をインストールするには、コマンド プロンプトに次のように入力します。
start /w ocsetup BitLocker  
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重要 

BitLocker Drive Encryption を利用するには、ハードウェアの追加と BIOS の設定が必要です。Hyper-V で BitLocker を使用する際の詳細については、Windows Server 2008 Hyper-V と BitLocker Drive Encryption に関する記事  (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=123534) (英語) を参照してください。 

8.
変更内容を有効にするために、サーバーを再起動します。コマンド プロンプトに次のように入力します。
shutdown /r /t 0 
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注 

リモート管理ツールは、Hyper-V の役割を実行しているサーバー １ つと、そのサーバー上の仮想マシンを管理するために設計されています。Hyper-V を実行している複数のサーバーを管理するには、System Center Virtual Machine Manager を使用します。詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=123533 を参照してください。


その他の参照資料
OCSetup コマンドライン オプションに関するページ (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=123532) (英語)
コマンド リファレンスに関するページ (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=91473) (英語)
TechNet の Server Core インストール ブログ (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=123531) (英語)
Windows Server 2008 の フル インストールへの Hyper-V の役割のインストール
Windows Server 2008 のフル インストール上に Hyper-V の役割をインストールすると、リモート管理ツールを含む Hyper-V テクノロジーのコンポーネントがすべてインストールされます。これらのツールは、Microsoft 管理コンソール (MMC) スナップインの 1 つである Hyper-V Manager、およびネットワーク接続を通じて仮想マシンへの直接アクセスを提供する仮想マシン接続から構成されます。 

この役割のリリース バージョンは、更新プログラム パッケージに入れて配布されます。Hyper-V の役割をインストールし、使用を開始する前に、この更新プログラムを入手し、適用することをお勧めします。Hyper-V の更新プログラム パッケージの詳細については、「Hyper-V のインストール」を参照してください。 
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重要 

Hyper-V の旧バージョンがインストールされている場合、更新プログラム パッケージを適用する前に、Hyper-V のリリース バージョンへの移行に関する情報を確認しておくことを強くお勧めします。役割の更新プログラム パッケージに関するサポート記事で説明されているとおり、一部のコンポーネントは移行できません。詳細については、サポート技術情報 950050 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=122188) を参照してください。
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重要 

この手順を完了させるためには、ローカルの Administrators グループのメンバーであるか、または同等の権限を持つことが最低限必要です。
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Hyper-V の役割をインストールするには
	1.
Windows Server 2008 をインストールしたばかりである場合、初期構成タスクが表示されることがあります。Hyper-V は、初期構成タスク、またはサーバー マネージャーからインストールできます。
· 初期構成タスクの [このサーバーのカスタマイズ] から [役割の追加] をクリックします。
· サーバー マネージャーの [役割の概要] から [役割の追加] をクリックします (サーバー マネージャーが実行されていない場合は、[スタート] をクリックし、[管理ツール] をポイントして、[サーバー マネージャー] をクリックします。続けるかどうかを確認するメッセージが表示された場合は、[続行] をクリックします)。
2.
[サーバーの役割の選択] ページで [Hyper-V] をクリックします。
3.
仮想マシンが物理ネットワークへの接続を使用できるようにする場合は、[仮想ネットワークの作成] ページで 1 つまたは複数のネットワーク アダプターをクリックします。 

4.
[インストール オプションの確認] ページで [インストール] をクリックします。
5.
インストールを完了するには、コンピューターを再起動する必要があります。[閉じる] をクリックしてウィザードを完了し、[はい] をクリックして、コンピューターを再起動します。
6.
コンピューターの再起動後、役割のインストールに使用したものと同じアカウントでログオンします。構成の再開ウィザードによるインストールが完了したら、[閉じる] をクリックしてウィザードを完了します。


その他の考慮事項
Hyper-V の役割をインストールするときに、仮想ネットワークを作成することができます。これにより、役割をインストールしたときに選択した物理ネットワーク アダプターの構成が変更されます。仮想ネットワークへの関連付け後、物理ネットワーク アダプターがどのように動作するかについての詳細は「仮想ネットワークの設定」を参照してください。
一部のバージョンの Windows には、Hyper-V の役割をインストールしなくても管理ツールをインストールできます。Hyper-V の役割をインストールせずにツールをインストールする方法については、「リモート管理用 Hyper-V ツールのインストールと構成」を参照してください。 

Hyper-V の役割がインストールされている場合、同じコンピューターで Virtual Server や Virtual PC を使用することはできません。
リモート管理用 Hyper-V ツールのインストールと構成
Hyper-V 管理ツールは、Windows Server 2008 のフル インストール、および Windows Vista Service Pack 1 (SP1) にインストールできます。このトピックでは、ツールのインストールと構成方法について説明します。
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注 

この手順を完了させるためには、ローカルの Administrators グループのメンバーであるか、または同等の権限を持つことが最低限必要です。
管理ツールのインストール
管理ツールをインストールするには、オペレーティング システムに適した更新プログラムを取得し、適用します。 
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管理ツールをインストールするには
	1.
ツールのインストール先オペレーティング システムに適した更新プログラム パッケージを入手します。詳細については、「Hyper-V のインストール」を参照してください。
2.
更新プログラム パッケージの入手方法に適した手段でパッケージをインストールします。 

· 更新プログラムを Windows Update から入手したものの、コンピューターは自動的に更新プログラムをインストールするように設定されていない場合は、手動で更新プログラムをインストールします。 

· Microsoft ダウンロード センターから更新を取得した場合は、ファイルをコンピューターにダウンロードし、.msu ファイルをダブルクリックします。
3.
Windows Vista SP1 にツールをインストールしている場合、その他に必要な手順はないので、構成手順に進みます。Windows Server 2008 にツールをインストールしている場合は、残りの手順を完了してください。
4.
サーバー マネージャーを開きます(サーバー マネージャーが実行されていない場合は、[スタート] をクリックし、[管理ツール] をポイントして、[サーバー マネージャー] をクリックします。続けるかどうかを確認するメッセージが表示された場合は、[続行] をクリックします)。
5.
サーバー マネージャーの [機能の概要] から [機能の追加] をクリックします  

6.
[機能の選択] ページで [リモート サーバー管理ツール] を展開し、[リモート管理ツール] を展開します。 

7.
[Hyper-V ツール] をクリックし、ウィザードの残りを完了します。 


管理ツールの構成
構成プロセスでは、Hyper-V を実行しているサーバーと Hyper-V 管理ツールを実行するコンピューターの間のアクセスと通信を制御するさまざまなコンポーネントを変更します。 
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注 

Windows Server 2008 が実行されているコンピューターで管理ツールを使用しており、同じユーザー アカウントが、両方のコンピューターの Administrators グループのメンバーである場合、これ以上の構成は必要ありません。
Hyper-V を実行するサーバーの構成
ここでは、Hyper-V を実行するサーバーの構成手順について説明します。ドメインレベルの信頼関係が確立されていない場合はすべての手順を実行します。ドメインレベルの信頼関係は存在するものの、リモート ユーザーは Hyper-V が実行されているサーバーの Administrator グループのメンバーではないという場合、承認ポリシーを変更する必要はありますが、Distributed COM Users グループと Windows Management Instrumentation (WMI) 名前空間の変更手順は省略できます。 
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注 

以下の手順は、サーバーに Hyper-V の役割が既にインストールされていることを前提にしています。Hyper-V の役割のインストール手順については、「Windows Server 2008 のフル インストールへの Hyper-V の役割のインストール」または「Windows Server 2008 の Server Core インストールへの Hyper-V の役割のインストール」を参照してください。
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Windows Server 2008 の フル インストールに、リモート管理用 Hyper-V の役割を構成するには
	1.
Windows Management Instrumentation のファイアウォールの規則を有効化します。管理者特権のコマンド プロンプトで次のように入力します。
netsh advfirewall firewall set rule group=“Windows Management Instrumentation (WMI)” new enable=yes
コマンドが正常に終了すると、「Updated 4 rules(s). Ok.」というメッセージが返されます。
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注 

コマンドが正常に終了したことを確認するには、セキュリティが強化された Windows ファイアウォールの結果を表示します。[スタート]、[コントロール パネル] の順にクリックします。クラシック表示になっていなければ、クラシック表示に切り替え、[管理ツール]、[セキュリティが強化された Windows ファイアウォール] の順にクリックします。受信の規則、または送信の規則を選択し、[グループ] 列を基準に並べ替えます。Windows Management Instrumentation については、受信の規則が 3 つ、送信の規則が 1 つ有効化されているはずです。
2.
次に、Hyper-V の役割を実行するサーバーの承認ポリシーを構成します。Hyper-V を実行しているサーバーへのリモート アクセスを必要とするユーザーが両方のコンピューターの Administrators グループに所属している場合、承認ポリシーを構成する必要はありません。
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注 

ここで説明する承認ポリシーの構成手順では、位置などの既定の承認ポリシーが変更されていないこと、およびリモート アクセス用に構成しているアカウントが Hyper-V の役割に対して完全な管理者アクセス権限を必要としていることが前提になっています。
3.
[スタート]、[検索開始] の順にクリックし、「azman.msc」と入力します。操作の確認を求めるメッセージが表示されたら、[続行] をクリックします。承認マネージャーの Microsoft 管理コンソール (MMC) スナップインが開きます。
4.
ナビゲーション ペインで、[承認マネージャー] を右クリックして [承認ストアを開く] をクリックします。XML ファイルが選択されていることを確認します。%system drive%\Program Data\Microsoft\Windows\Hyper-V フォルダーに移動し、InitialStore.xml を選択して、[開く]、[OK] の順にクリックします。
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注 

既定の設定では、Program Data フォルダーは隠しフォルダーになっています。このフォルダーが表示されない場合は、<システム ドライブ>\ProgramData\
Microsoft\Windows\Hyper-V\initalstore.xml と入力します。
5.
ナビゲーション ペインで、[Hyper-V サービス] を右クリックして [役割の割り当て] をクリックします。[管理者] を右クリックし、[ユーザーとグループの割り当て]、[Windows と Active Directory を使用] の順にポイントします。[ユーザー、コンピュータ、またはグループの選択] ダイアログ ボックスに、このユーザー アカウントのドメイン名とユーザー名を入力し、[OK] をクリックします。
6.
承認マネージャーを閉じます。
7.
次に、リモート ユーザーへのアクセスを与えるために、Distributed COM Users グループにリモート ユーザーを追加します。[スタート] をクリックし、[管理ツール] をポイントして、[コンピューターの管理] をクリックします。[ユーザー アカウント制御] が有効化されている場合は、[続行] をクリックします。コンポーネント サービスが開きます。
8.
[ローカル ユーザーとグループ] を展開し、[グループ] をクリックします。[Distributed COM Users] を右クリックして [グループに追加] をクリックします。
9.
[Distributed COM Users のプロパティ] ダイアログ ボックスで [追加] をクリックします。
10.
[ユーザー、コンピュータ、またはグループの選択] ダイアログ ボックスに、ユーザー名を入力し、[OK] をクリックします。
11.
もう一度、[OK] をクリックして [Distributed COM Users のプロパティ] ダイアログ ボックスを閉じます。コンポーネント サービスを閉じます。
12.
これ以降の手順では、CIMV2 名前空間と仮想化名前空間の 2 つの名前空間のリモート ユーザーに対して必要な WMI 権限を付与します。[スタート]、[管理ツール]、[コンピューターの管理] の順にクリックします。 

13.
ナビゲーション ペインで、[サービスとアプリケーション] をクリックし、[WMI コントロール] を右クリックして [プロパティ] をクリックします。 

14.
[セキュリティ] タブ、[ルート] の順にクリックし、[CIMV2] をクリックします。名前空間の一覧の下で [セキュリティ] をクリックします。
15.
[ROOT\CIMV2 のセキュリティ] ダイアログ ボックスに該当するユーザーが表示されているかどうかを確認します。表示されていない場合は、[追加] をクリックします。[ユーザー、コンピュータ、またはグループの選択] ダイアログ ボックスに、ユーザー名を入力し、[OK] をクリックします。
16.
[セキュリティ] タブでユーザー名を選択します。[<ユーザーまたはグループ名> のアクセス許可] で [詳細] をクリックします。[アクセス権] タブで、目的のユーザーが選択されていることを確認し、[編集] をクリックします。[CIMV2 のアクセス許可エントリ] ダイアログ ボックスで、次のように 3 つの設定を変更します。 

· [適用先] では [この名前空間と副名前空間] を選択します。
· [アクセス権] の一覧の [許可] 列で、[リモートの有効化] チェック ボックスをオンにします。
· [アクセス権] リストの下にある [これらのアクセス許可を、このコンテナの中にあるオブジェクトやコンテナにのみ適用する] チェック ボックスをオンにします。
17.
[WMI コントロールのプロパティ] ダイアログ ボックスに戻るまで、それぞれのダイアログ ボックスで [OK] をクリックします。 

18.
次に、仮想化名前空間について、同じ処理を繰り返します。必要に応じて、仮想化名前空間が表示されるまでスクロールします。[仮想化] をクリックします。名前空間の一覧の下で [セキュリティ] をクリックします。
19.
[ROOT\virtualization のセキュリティ] ダイアログ ボックスに該当するユーザーが表示されているかどうかを確認します。表示されていない場合は、[追加] をクリックします。[ユーザー、コンピュータ、またはグループの選択] ダイアログ ボックスに、ユーザー名を入力し、[OK] をクリックします。
20.
[セキュリティ] タブでユーザー名を選択します。[<ユーザーまたはグループ名> のアクセス許可] で [詳細] をクリックします。[アクセス権] タブで、目的のユーザーが選択されていることを確認し、[編集] をクリックします。[virtualization のアクセス許可] ダイアログ ボックスで、次のように 3 つの設定を変更します。 

· [適用先] では [この名前空間と副名前空間] を選択します。
· [アクセス権] の一覧の [許可] 列で、[リモートの有効化] チェック ボックスをオンにします。
· [アクセス権] リストの下にある [これらのアクセス許可を、このコンテナの中にあるオブジェクトやコンテナにのみ適用する] チェック ボックスをオンにします。
21.
それぞれのダイアログ ボックスで [OK] をクリックし、[コンピューターの管理] を閉じます。
22.
承認ポリシーへの変更を有効にするために、サーバーを再起動します。
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Windows Server 2008 の Server Core インストールに、リモート管理用 Hyper-V の役割を構成するには
	1.
サーバーで、Windows Management Instrumentation のファイアウォールの規則を有効化します。管理者特権のコマンド プロンプトで次のように入力します。
netsh advfirewall firewall set rule group=”Windows Management Instrumentation (WMI)” new enable=yes
コマンドが正常に終了すると、「Updated 4 rules(s). Ok.」というメッセージが返されます。
2.
次に、リモート ユーザーへのアクセスを与えるために、Distributed COM 権限を変更します。次のように入力します。
net localgroup “Distributed COM Users” /add <ドメイン名>\<ユーザー名>
ここで、<ドメイン名> には、ユーザー アカウントの所属先ドメイン、<ユーザー名> には、リモート アクセスの付与先ユーザー アカウントが入ります。
3.
次に、Server Core インストールには用意されていない MMC スナップインを使用して、承認ポリシーと 2 つの WMI 名前空間を変更できるように、Server Core インストールが実行されているサーバーにリモート接続します。 

Server Core インストールを実行しているコンピューターの Administrators グループのメンバーであるドメイン アカウントを使用して、Hyper-V 管理ツールを実行するコンピューターにログオンします (このユーザーを追加する必要がある場合は、「Windows Server 2008 の Server Core インストールへの Hyper-V の役割のインストール」の手順を参照してください)。
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注 

ここで説明する承認ポリシーの構成手順では、位置などの既定の承認ポリシーが変更されていないこと、およびリモート アクセス用に構成しているアカウントが Hyper-V の役割に対して完全な管理者アクセス権限を必要としていることが前提になっています。
4.
[スタート]、[検索開始] の順にクリックし、「azman.msc」と入力します。操作の確認を求めるメッセージが表示されたら、[続行] をクリックします。承認マネージャーのスナップインが開きます。
5.
ナビゲーション ペインで、[承認マネージャー] を右クリックして [承認ストアを開く] をクリックします。XML ファイルが選択されていることを確認し、次のように入力します。 

\\<リモート コンピュータ>\c$\ProgramData\Microsoft\Windows\Hyper-V\initalstore.xml
ここで、<リモート コンピュータ> には、Server Core インストールが実行されているコンピューターの名前が入ります。
[開く] をクリックし、次に [OK] をクリックします。
6.
ナビゲーション ペインで、[Hyper-V サービス] を右クリックして [役割の割り当て] をクリックします。[管理者] を右クリックし、[ユーザーとグループの割り当て]、[Windows と Active Directory を使用] の順にポイントします。[ユーザー、コンピュータ、またはグループの選択] ダイアログ ボックスに、このユーザー アカウントのドメイン名とユーザー名を入力し、[OK] をクリックします。
7.
承認マネージャーを閉じます。 

8.
これ以降の手順では、CIMV2 名前空間と仮想化名前空間の 2 つの名前空間のリモート ユーザーに対して必要な WMI 権限を付与します。[スタート]、[管理ツール]、[コンピューターの管理] の順にクリックします。 

9.
ナビゲーション ペインで、[サービスとアプリケーション] をクリックし、[WMI コントロール] を右クリックして [プロパティ] をクリックします。 

10.
[セキュリティ] タブをクリックします。[ルート] をクリックし、次に [CIMV2] をクリックします。名前空間の一覧の下で [セキュリティ] をクリックします。
11.
[ROOT\CIMV2 のセキュリティ] ダイアログ ボックスに該当するユーザーが表示されているかどうかを確認します。表示されていない場合は、[追加] をクリックします。[ユーザー、コンピュータ、またはグループの選択] ダイアログ ボックスに、ユーザー名を入力し、[OK] をクリックします。
12.
[セキュリティ] タブでユーザー名を選択します。[<ユーザーまたはグループ名> のアクセス許可] で [詳細] をクリックします。[アクセス権] タブで、目的のユーザーが選択されていることを確認し、[編集] をクリックします。[CIMV2 のアクセス許可エントリ] ダイアログ ボックスで、次のように 3 つの設定を変更します。 

· [適用先] では [この名前空間と副名前空間] を選択します。
· [アクセス権] の一覧の [許可] 列で、[リモートの有効化] チェック ボックスをオンにします。
· [アクセス権] リストの下にある [これらのアクセス許可を、このコンテナの中にあるオブジェクトやコンテナにのみ適用する] チェック ボックスをオンにします。
13.
[WMI コントロールのプロパティ] ダイアログ ボックスに戻るまで、それぞれのダイアログ ボックスで [OK] をクリックします。 

14.
次に、仮想化名前空間について、同じ処理を繰り返します。必要に応じて、仮想化名前空間が表示されるまでスクロールします。[仮想化] をクリックします。名前空間の一覧の下で [セキュリティ] をクリックします。
15.
[ROOT\virtualization のセキュリティ] ダイアログ ボックスに該当するユーザーが表示されているかどうかを確認します。表示されていない場合は、[追加] をクリックします。[ユーザー、コンピュータ、またはグループの選択] ダイアログ ボックスに、ユーザー名を入力し、[OK] をクリックします。
16.
[セキュリティ] タブでユーザー名を選択します。[<ユーザーまたはグループ名> のアクセス許可] で [詳細] をクリックします。[アクセス権] タブで、目的のユーザーが選択されていることを確認し、[編集] をクリックします。[virtualization のアクセス許可] ダイアログ ボックスで、次のように 3 つの設定を変更します。 

· [適用先] では [この名前空間と副名前空間] を選択します。
· [アクセス権] の一覧の [許可] 列で、[リモートの有効化] チェック ボックスをオンにします。
· [アクセス権] リストの下にある [これらのアクセス許可を、このコンテナの中にあるオブジェクトやコンテナにのみ適用する] チェック ボックスをオンにします。
17.
それぞれのダイアログ ボックスで [OK] をクリックし、[コンピューターの管理] を閉じます。
18.
承認ポリシーへの変更を有効にするために、Server Core インストールが実行されているコンピューターを再起動します。


Windows Vista SP1 の構成
ここでは、ドメインレベルの信頼関係が確立されていない場合に Windows Vista SP1 を構成する手順について説明します。
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Windows Vista SP1 を構成するには
	1.
Windows Vista SP1 が実行されているコンピューターにログオンします。
2.
Windows Management Instrumentation のファイアウォールの規則を有効化します。管理者特権のコマンド プロンプトで次のように入力します。
netsh advfirewall firewall set rule group=”Windows Management Instrumentation (WMI)” new enable=yes
コマンドが正常に終了すると、「Updated 8 rules(s). Ok.」というメッセージが返されます。
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注 

コマンドが正常に終了したことを確認するには、セキュリティが強化された Windows ファイアウォールの結果を表示します。[スタート]、[コントロール パネル] の順にクリックします。クラシック表示になっていなければ、クラシック表示に切り替え、[管理ツール]、[セキュリティが強化された Windows ファイアウォール] の順にクリックします。受信の規則、または送信の規則を選択し、[グループ] 列を基準に並べ替えます。Windows Management Instrumentation については、受信の規則が 6 つ、送信の規則が 2 つ有効化されているはずです。
3.
Microsoft 管理コンソールに対するファイアウォールの例外を有効化します。管理者特権のコマンド プロンプトで次のように入力します。 

Netsh firewall add allowedprogram program=%windir%\system32\mmc.exe name="Microsoft Management Console"
4.
Hyper-V Manager を起動して、サーバーにリモート接続できることを確認します。[スタート] をクリックし、[検索開始] ボックスをクリックして、「Hyper-V Manager」と入力し、Enter キーを押します。操作の確認を求めるメッセージが表示されたら、[続行] をクリックします。Hyper-V Manager で、[操作] の下の [サーバーに接続] をクリックします コンピューターの名前を入力するか、そのコンピューターに移動して、[OK] をクリックします。Hyper-V Manager がリモート コンピューターへの接続に成功すると、そのコンピューターの名前がナビゲーション ペインに表示され、そのサーバー上に構成されている仮想マシンがすべて、結果ペインに一覧表示されます。


仮想ネットワークの構成
このセクションでは、Hyper-V における仮想ネットワーク接続の基本と、構成できる仮想ネットワークの種類について説明します。Hyper-V でのネットワーク接続は Virtual Server 2005 でのネットワーク接続とは異なるため、この差異についてもここで説明します。
仮想ネットワークの種類
Hyper-V が実行されているサーバー上に仮想ネットワークを作成して、仮想マシンと仮想サーバーのためにさまざまなネットワーク トポロジを定義することができます。仮想ネットワーク マネージャー (Hyper-V Manager から起動可) を使用した場合の仮想ネットワークの選択肢には次の 3 種類があります。
外部仮想ネットワーク。同じ物理サーバー上の仮想マシン同士、仮想マシンと親パーティションの間、および仮想マシンと別の場所に配置されているサーバーの間でのコミュニケーションを可能にするには、この種類のネットワークを使用します。
内部仮想ネットワーク。同じ物理サーバー上の仮想マシン同士、および仮想マシンと親パーティションの間でのコミュニケーションを可能にするには、この種類を使用します。内部仮想ネットワークは、物理ネットワーク アダプターにバインドされない外部仮想ネットワークです。これは通常、親パーティションから仮想マシンへの接続が必要なテスト環境の構築に使用します。
仮想プライベート ネットワーク。同じ物理サーバー上の仮想マシン同士のコミュニケーションのみを可能にするには、この種類を使用します。仮想プライベート ネットワークは内部仮想ネットワークの一種ですが、親パーティションに仮想ネットワーク アダプターはありません。仮想プライベート ネットワークは、通常、親パーティション、および外部ネットワークのネットワーク トラフィックから仮想マシンを分離したい場合に使用します。
仮想ネットワーク接続の基本
Hyper-V では複雑な仮想ネットワーク環境を構成できますが、仮想ネットワーク接続の基本概念は単純です。単純な仮想ネットワーク展開については、Hyper-V が実行されているサーバー上に少なくとも 2 つのネットワーク アダプターを持たせることをお勧めします。
ネットワーク アダプターの 1 つはリモート管理用物理マシン専用で、1 つまたは複数のネットワーク アダプターを仮想マシン専用にします。仮想マシン記憶域をバックアップするためにインターネット SCSI (iSCSI) イニシエータを実行している場合は、親パーティションにネットワーク アダプターを追加することお勧めします。親パーティションは Windows ハイパーバイザーを呼び出し、新しいパーティションの作成を要求するパーティションです。親パーティションは 1 つしかありません。
Windows Server 2008 のフル インストール中に Hyper-V の役割を追加する場合、必要に応じて、1 つまたは複数の外部仮想ネットワークを構成することができます。
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注 

Windows Server 2008 の Server Core インストールを実行している場合、このオプションは使用できません。割り当て先が物理マシンか、仮想マシンかを反映するように、仮想ネットワーク アダプターの名前を変更することができます。 

Hyper-V をインストールし、外部仮想ネットワークを作成する場合、親パーティションは新しい仮想ネットワーク アダプタを使用して、物理ネットワークに接続しますが、これは Virtual Server 2005 でのネットワーク接続の動作とは異なります。ネットワーク接続はオリジナルのネットワーク アダプターと新しい仮想ネットワーク アダプターから構成されます。オリジナルの物理ネットワーク アダプターには、Microsoft Virtual Network Switch Protocol (VNSP) 以外、バインドされるものはありません。しかし、仮想ネットワーク アダプターには標準プロトコルとサービスがすべてバインドされています。 

Virtual Network Service Protocol は、外部仮想ネットワークが作成されたときに、Hyper-V により物理ネットワーク アダプターにバインドされます。外部仮想ネットワークの作成時、または削除時に、外部ネットワークの接続性は一時的に中断されるので注意が必要です。
いったん作成された仮想ネットワークは、スイッチがソフトウェア ベースで、必要に応じてポートを動的に追加または削除できる点を除いて、物理ネットワークと同様に動作します。
外部仮想ネットワークを構成すると、ネットワーク トラフィックはすべて、仮想スイッチ経由でルートされます。このため、ネットワーク トラフィックの管理には、少なくとも 1 つの物理ネットワーク アダプターを追加して使用することをお勧めします。物理スイッチとしての仮想スイッチ機能は、仮想ネットワークを通じて、宛先にネットワーク トラフィックをルートします。 

ネットワーク接続と仮想マシン
Hyper-V では、作成され、仮想ネットワークに接続された仮想マシンは、仮想ネットワーク アダプターを使用して接続されます。Hyper-V には、ネットワーク アダプターとレガシー ネットワーク アダプターの 2 種類のネットワーク アダプターがあります。ネットワーク アダプターを機能させるには、Hyper-V インストールの一部である統合サービスをインストールする必要があります。オペレーティング システムのバージョンが合わずに統合サービスをインストールできない場合、ネットワーク アダプターは使用できません。代わりに、Intel 21140 ベースの PCI Fast Ethernet Adapter をエミュレーションするレガシー ネットワーク アダプターを追加する必要があります。また、仮想マシンをネットワークから起動する必要がある場合も、レガシー ネットワーク アダプターが必要です。 

仮想マシンは、仮想ネットワークのポートに論理的に接続されます。仮想マシン上に存在する外部接続のためのネットワーク接続アプリケーションでは、まず、仮想ネットワーク アダプターを通じて、仮想マシンの接続先である外部仮想ネットワークの仮想ポートにルートされます。その後、ネットワーク接続パケットは、物理ネットワーク アダプターにリダイレクトされ、外部物理ネットワークに送られます。
仮想マシンと親パーティションとのコミュニケーションには、2 つのオプションがあります。1 つ目のオプションでは、物理ネットワーク アダプター経由でネットワーク パケットがルートされ、物理ネットワークに送り出されます。その後、別の物理ネットワーク アダプターを使用して、Hyper-V が実行されているサーバーにパケットが戻されます。もう 1 つのオプションでは、仮想ネットワーク経由でネットワーク パケットがルートされますが、こちらの方がより効率的です。どちらのオプションを選択するかは、仮想ネットワークにより決定されます。仮想ネットワークは、トラフィックの送り先として最も効率的なポートを決定し、そのポートにネットワーク パケットを送信する学習アルゴリズムを持っています。仮想ネットワークがこの決定を行うまで、ネットワーク パケットはすべて仮想ポートに送出されます。
仮想ネットワークの構成
仮想ネットワークを構成する前に、使用する仮想ネットワークのデザインと種類を決定する必要があります。Hyper-V ではワイヤレス ネットワークはサポートされていないことに注意してください。
仮想ネットワークの構成手順の詳細については、Hyper-V の使用手順に関するガイド (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=119207) (英語) を参照してください。
PAGE  

